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年 総人口 都市人口 ％ 地方人口 ％ 
1918 647,500 ― ― ― ― 
1925 684,000  ― ― ― ― 
1935 738,200 ― ― ― ― 
1940 743,800 ―  ― ― ― 
1950 772,400 ― ― ― ― 
1956 845,500 183,000 21.6% 662,500 78.4% 
1963 1,017,100 408,800 40.1% 608,300 59.9% 
1969 1,197,600 527,400 44.0% 670,200 56.0% 
1979 1,595,000 817,000 51.2% 778,000 48.8% 
1989 2,044,000 1,166,100 57.0% 877,900 43.0% 
1995 2,251,300 1,168,400 51.9% 1,082,900 48.1% 
1999 2,373,500 1,390,500 58.6% 983,000 41.4% 
2002 2,475,400 1,421,000 57.4% 1,054,400 42.6% 
2010 2,780,800 1,760,400 63.3% 1,020,400 36.7% 











    




























    
































    














    

















   
























       


































       





















図 19 秋営地(海抜 1140ｍ） 


















          

































         




















         図22 春営地(1140ｍ)         図23 馬の焼き印 

















         




















         図22 春営地(1140ｍ)         図23 馬の焼き印 
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（2016 年 10 月 29 日、生活美学研究所本年度第 2回定例研究会における講師に基づく） 



















東京大学生産技術研究所研究員 包慕萍 ／ Bao Mu Ping 
 
農耕文明を基づいて成り立った現代社会の人々には、遊牧世界の人々はなぜ動く必要が
あるのか、理解し難いところであろう。辛嶋博善先生が長年に渡ってフィールドワークで
観察し、明らかにした遊牧民の家族のあり方や居住単位（コミュニティー）の動的な状態、
経済活動の変化などの様態から、リアルに現代社会の遊牧民の暮らしが見えてきた。特に、
建築史から都市史へ研究を展開する者としては、空間の形式や建物の工法やスタイルなど
――どちらかというと物理的な着眼点の研究テーマとする傾向が見られる。しかし、この
ような研究テーマは、移動しながら暮らしているモンゴル地域では、限界を感じる。遊牧
世界の都市を理解するには、まさに、辛嶋博善先生が研究されている遊牧民によるコミュ
ニティーの構成やその年毎の変化、移動する暮らし向きなどから、研究のベースとなる知
見を得ることが極めて重要であると私は考えている。私にとっては、モンゴルの都市民と
田舎の遊牧民の親族関係の強さ、経済的にお互いに補完するような協力関係などは、モン
ゴル都市研究にたいへん役立つ、興味深い話であった。 
最後に、参加者の皆様方と活発で幅広い議論が出来て、有意義な時間を頂戴致しました。 
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